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なぜ、私たちは心豊かに 

生きられないのだろう？ 



毎日新聞（2013年03月30日）より 
東京朝刊 



ある女性のブログより（一部改変） 

 友だちと久しぶりのメールをしていたときのこと。 

 「ところでＡ子はいま何やってるの？」ときかれた。 
 

  働いてない自分を恥じていたワケでもないし、なー
んとも思ってなかったから、いつもの調子で、 

 「流行に乗って、ニートやってるよ（笑）」と返事をした。 
 

  すると友だちは 
「うらやましいなー、私、忙しすぎちゃうからニートに
あこがれる」と返してきた。 
 
 
 



  私は、泣いた。「泣いた」どころではなくて、一人で
大号泣。 

そして、「何でそんなこと言えるの？」「わざと言ってる
の？」「好きでニートやってるわけじゃない！」 
「そんなにうらやましければ、アンタも会社辞めて
ニートになればいいじゃない！」 
と思った。もちろん、そんなこと友だちには言わずに、 
「ニート楽しいよ（笑）」とだけ返したけれど… 
 

 



「親に言われて傷ついた言葉」 
（匿名掲示板より） 

• あなたには最初から期待してないから 

• おまえにはけっこう投資したのに失敗だったな 

• おまえじゃムリ。できるわけない 

• おまえ、いつからそんなにダメになったんだ？ 

• ダメなところがお父さんそっくり 

• （化粧をしていたときに）誰もあんたなんか見てない
んだから、早く行きなさい 

• あの通り魔みたいにならないだけ、マシね 

• おまえが何を考えているか、昔からさっぱりわから
なかった 

 



これらから見えてくる若者の心理① 

• 傷つきやすい 

• 「つらいのは自分だけ」と目が内側に向く 

• それをまわりに言えずに、やさしい言葉や笑
顔で隠してしまう→まわりは気づかない 

• 孤立、絶望から死に傾きやすい 



 

この傷つきやすさ、「生きる力」の弱さは、
何なのだろう 

 
 

  「心の病気」？ 

  時代や親のせい？  

  それとも性格が弱いから？ 

  ゆとり教育が悪い？ 

  いや、ただの甘え、 

  ワガママなのか…？ 



それとも、昔からこういう若者は 

いたのだろうか…？ 
• 明治36年（1903年）５月、
一人の18歳（満16歳10か
月）の旧制一高生が、 「人
生は不可解」の遺書を残し
て、日光中禅寺湖から流れ
る出る華厳の滝に身を投じ
て自殺した。 

• 彼の名は、藤村操。巌頭の
大きなミズナラの樹肌を
削って書き残した文言が、
「巌頭之感」である。 
 
 



巌 頭 之 感  

   悠々たる哉天壤、遼々たる哉古今、五尺の小躯を
以て此大をはからむとす。ホレーショの哲學竟に何
等のオーソリチィーを價するものぞ。萬有の眞相は
唯だ一言にして悉す、曰く、「不可解」。 
我この恨を懐いて煩悶、終に死を決するに至る。 
既に巌頭に立つに及んで、胸中何等の 
不安あるなし。始めて知る、大なる悲觀は 
大なる樂觀に一致するを。 
 
                （明治36年５月22日） 
 
        



「自分」「自分」と強いられる若者たち 

           ある就職支援サイトより 

   

• 就職活動で大切なのは、『本当の自分を大事
にする』こと。「自分がやりたいことは何なの
か」を見つめ、果たしてその仕事が自分にふ
さわしいのかどうかを客観的に判断した上で、
「自分らしさ」を活かすことができる道を選ぶ
ことが大事です。 

…「本当の自分」「自分らしさ」と言われても容易には
わからない 

  ましてそれに適した仕事なんて見つかることは、ま
ずない！ 

 



自己実現、自己啓発本のラッシュ 



これらから見えてくる若者の心理② 

• ただ生きているだけじゃダメ、と思っている 

• 自分らしく生きたい、私らしく生きたいと思って
いる 

• こんなはずじゃない、もっと特別な存在のは
ず、とどこかで信じている 



「傷つきやすい若者たち」に見られる
ふたつの相反する特徴 

①低い自己肯定感、孤独感、自罰意識 

  「どうせオレなんて」「私が悪いんだ」「生きて
いても意味はない」 

 

②高い自己実現欲求、万能感、特権意識 

  「何かにならなくては」「私は特別なはず」「こ
のままでは終われない」 



若者だけには限らない 

• 自己実現幻想 

  「もっと自分らしく」「もっと輝いて」 

• 個人と個人の比べあい 

  「今日のブログのアクセス数は？」 

• 無縁社会 

  放置される高齢者、子ども 

• 不信社会、クレーマー社会 

  モンスター○○、偽装食材 

 

 

 



考えるべきこと 

• もっと“ふつうに”生きられないのか 

• １番でも２番でもなくて、真ん中あたりでも、そ
の下でもいいのでは？ 

• 素朴な信頼を寄せあうことの大切さ 

• 弱みを見せて生きてもいいはず 



読書が教えてくれること 

『わが町』 ソーントン・ワ
イルダー 

• 「生きているうちに人生
を理解する人なんてい
るんでしょうか？ ・・・
すべての、一瞬、一瞬
を。」 

 



フランクル「どんな人生にも意味がある」 



苛酷な運命を静かに受け入れて
生きる 



• 苦しいのは私だけじゃない 

• 人生の価値は「ひとつのものさし」では測れない 

• 目の前の生活、まわりの人との関係の中に大切
なものがある 

• どんな人生にも生きる意味がある 


